
 

京都産業大学は昨年初戦で惜敗した相手である。昨年の

雪辱を果たし、数少ない今シーズンの試合で結果を残し

たい。 

 

 

 

1Q 

阪大のキックにより試合開始。敵陣 36yds より京産大の

攻撃。ランやパスを織り交ぜたプレーで一気に G 前 5yds

まで攻め入られる。ここで 3 回生 DB#22 七條のパスカッ

トなど阪大 D#が奮闘するも TD され、早々に先制点を許

してしまう。続く TFP では 4 回生 DL#3 烏谷のナイスブ

ロックにより追加点を与えない。京産大のキックにより

試合再開。阪大はランを中心にプレーするもフレッシュ獲得ならず、パントを選択し攻撃権

は京産大へ。力強いランでフレッシュを更新される。しかし、4 回生 LB#44 富田のタック

ルを皮切りに阪大 D#の鋭いタックルを次々に受けた京産大がボールをファンブル。すかさ

ず 4 回生 DB#32 出来がリカバー！攻撃権を力づくで奪い返す。その後 2 回生 QB#12 古川

から 3 回生 WR#4 大矢におよそ 30yds のロングパスが成功したところで第１Q が終了。 

 

2Q 

先ほどの勢いを殺さず、攻めきって得点に繋げたいとこ

ろである。しかし、ランで粘り強くゲインを重ねるも、あ

と少しでフレッシュに届かない。4th down でギャンブル

を選択したが失敗。敵陣 20yds にて京産大の攻撃が再開。

ランの連続から不意を突いたパスなど巧みなプレーに翻

弄され TD される。TFP のキックも決められ、前半を 8

分残したところで 0-13。京産大の蹴ったボールを 4 回生 R#21 和田がキャッチし、持ち前

の俊足でフィールドを駆け抜け 35yds のリターン。次の阪大の攻撃はインターセプトによ

り短命に終わり、D#に託す。4 回生 DL#3 烏谷の強烈なロスタックルや 2 回生 DB#35 網本

の華麗なパスカットなど D#の大活躍によりフレッシュを防ぎ、攻撃権を奪取。一方、阪大

O#は上手くドライブできず攻守交替。2 回生 DB#9 坂のロスタックルや、2 回生 DB#7 佐々

木のパスカット、3 回生 DL#97 上田の QB サックなど阪大 D#の好プレーで京産大の思う

ようにはさせない。京産大と阪大は一進一退を繰り返すが得点にはつながらず、0-13 のま

ま前半が終了。 

 



３Q 

京産大の蹴ったボールにより後半開始。度重なるパス失

敗で攻撃権は京産大へ。1 回生 DL#92 鹿嶽がロスタック

ルを食らわせるなど阪大 D#は踏ん張るが、京産大 O#の

勢いを止めきれずランによる大幅ゲインを度々許し、TD

される。TFP のキックも決められ、0－20。なんとか一矢

報いたい阪大。次のシリーズで 4 回生 WR#13 柴山が約

90yds を独走し、そのまま TD‼TFP では 3 回生 K#16 森がキックを成功させ、本日初の得

点を挙げる。阪大の蹴ったボールで試合再開。京産大に攻撃権が移るも 1st down を更新さ

せない。続く阪大の攻撃では QB サックを受け大きくロスしたものの、1 回生 QB#17 髙田

から WR#4 大矢に 17yds のロングパスが成功。しかし、僅かにフレッシュに至らず、4th 

down はギャンブルでランを選択したが失敗。攻守交替で自陣 42yds から京産大の攻撃を許

す。京産大は阪大 D#のタックルを器用にかわし、ランでフレッシュを重ねる。自陣 15yds

まで攻め入られるが DL#92 鹿嶽や 4 回生 LB#5 河内によるロスタックルで少しずつ後退さ

せることに成功する。京産大が FG を選択し、失敗したところで第 3Q が終了。 

 

４Q 

自陣 25yds より阪大の攻撃開始。ランを中心にゲインを

重ねるもフレッシュ獲得ならず、パントを選択。京産大

O#もランを中心にじりじりとゲインを重ねるが、阪大D#

はフレッシュを食い止める。パントを選択させ、阪大の攻

撃へ。今度はショートパスを何度も成功させ、4thdown で

はランプレーを試みるも京産大 D#の集まりが早くフレ

ッシュを獲得できない。敵陣 26yds より京産大の攻撃となる。京産大 O#はランで着実にド

ライブしていき、その勢いのままに TD。TFP のキックも成功し、7-27。京産大のキックで

試合再開。点差を何とか縮めたい阪大は焦りからかパスインターセプトされる。京産大のラ

ンプレーを止められず、苦しい展開になった阪大 D#だが、京産大 O#がスナップミスでフ

ァンブルしたボールを DB#9 坂が意地でリカバー。敵陣 20yds という絶好のフィールドポ

ジションで攻撃権を得る。試合終了まで 1 分半というプレッシャーの中、ランとパスで少

しずつ前進し、4th down で QB 自らランするもフレッシュには至らない。攻撃権を得た京

産大 O#は反則により罰退。ここでボールを嗅ぎ分けた DB#7 佐々木がパスインターセプト

し、D#陣のブロックと共にそのまま TD！TFP は 2 ポイントコンバージョン。QB#17 髙田

が投げたボールを WR#4 大矢がエンドゾーンで見事にキャッチし、15-27。残された 20 秒

では両者得点なく試合終了。 

 

 



 

連敗である。残す試合はあと 1 戦。敗北しか知らないチーム

に成り下がるつもりはない。次節の兵庫県立大学戦では有終

の美を飾ろう。 Excite 


